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１ この帳簿には、種畜ごとに作成して家畜人工授精用精液の採取及び処理に関する事項を記載すること。
２ 精液を採取し、封を施すことなくその場で雌畜に注入し、又は体外授精を行ったときは、摘要欄にその精液採取に関する証明書（乙）番号を記載すること。
３ 獣医師又は家畜人工授精師が種畜の飼養者であって、種付台帳（様式第４号その３）に記載した場合は、この帳簿の記載を要しない。
４ ※印の欄には、精液を凍結処理しない場合は、記載を要しない。
５ (※）印の欄には、精液を採取した獣医師又は家畜人工授精師が精液を譲渡する場合に限り記載する。
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